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[はじめに] 全国環境研協議会酸性雨調査研究部会では酸性

沈着現象に関する調査・研究を平成３年度から実施してきてお

り、現在第４次全国調査が実施されている。第１次から第４次

までそれぞれ特色を持った調査が展開されてきたが、第３次調

査からは第２次までの湿性沈着調査に加えﾌｨﾙﾀｰﾊﾟｯｸ法を用い

た乾性沈着調査が行われている。今回は第４次調査で実施され

た乾性沈着調査のうちﾌｨﾙﾀｰﾊﾟｯｸ法による SO2 及び SO4
2-濃度測

定結果を、地域汚染と半球/大陸規模汚染の観点から解析した。

[解析対象データ] 解析対象としたデータは以下のとおりで

ある。

解析対象期間：平成１５年４月-平成１８年３月（全環研酸性

雨部会第４次全国調査の最初の３年間）

解析対象地点：全国３２地点 （図 1）

解析対象データ：乾性沈着調査のうち SO2及び SO4
2-（乾

性沈着調査はﾌｨﾙﾀｰﾊﾟｯｸ法による）

[結果] SO2 濃度は観測地点周辺の SO2 発生量と相関が

認められた。それに対し、SO4
2-濃度は観測地点周辺の SO2

発生量とは相関が認められなかった。

図２に観測地点の経度と SO4
2-濃度の関係を示す。SO4

2-濃

度は東に位置する観測地点ほど低くなることが分かる。

本調査における調査地点が主には都市域に位置している

にもかかわらず、本調査における SO4
2-濃度は、東ｱｼﾞｱ酸

性雨ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾈｯﾄﾜｰｸ（EANET）の日本国内局（遠隔地 8、

田園地域１、都市域１）での測定結果と同程度の濃度レ

ベルであった。さらに、本調査の調査結果は、EANET の韓国における調査結果（遠隔地１、田園地域２）よ

りも低い濃度であった。Aikawa et al. (2008)による欧州及び中緯度北米地域との比較結果を合わせて考え

ると、SO2濃度は観測地点近傍の地域規模の大気汚染の影響を受けているのに対し、SO4
2-濃度は地域規模より

もより大きな規模（半球規模または大陸規模）での影響により濃度が支配されている。

Aikawa et al. (2008) Regionality and particularity of a survey site from the viewpoint of the SO2

and SO4
2- concentrations in ambient air in a 250 x 250-km region of Japan. Atmospheric Environment

42, 1389-1398, doi:10.1016/jatmosenv.207.11.010

図１ 調査地点
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図 2 観測地点の経度と SO4
2-濃度の関係


